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＜再生可能エネルギー種別導入ポテンシャル  ＞ ＜再生可能エネルギーの設備容量＞ 
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排出部門 

温室効果ガス排出量（千 t-CO₂） 
2030 年度 

2013 年度比 
基準年度 

2013 年度 

現況年度 

2019 年度 

将来推計 

2030 年度 

将来推計 

2050 年度 

産業部門 692.0 498.4 450.7 450.7 ▲34.9% 

業務その他部門 124.4 89.1 88.8 88.8 ▲28.6% 

家庭部門 200.8 166.9 150.8 124.7 ▲24.9% 

運輸部門 212.9 196.0 183.5 155.7 ▲13.8% 

廃棄物分野 15.9 14.2 12.9 10.6 ▲19.0% 

その他ガス 13.7 12.9 11.4 9.6 ▲16.7% 

温室効果ガス排出量 計 1,259.7 977.5 898.1 840.1 ▲28.7% 
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基準 現況 目標

森林吸収量

目標

②省エネ対策ケース※1445.3 千 t-CO₂ 
国と連携して進める省エネ対策を全て推進 
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③省エネ対策ケース＋再生可能エネルギーポテ
ンシャル最大限導入ケース 129.4 千 t-CO₂ 

①現状趨勢（BAU）ケース840.1 千 t-CO₂ 
追加的な対策を見込まないまま推移した場合 

    

千

 

 

④カーボンニュートラル実現ケース０千 t-CO₂
※更なる省エネ推進、再エネ導入による。 ０④

①

②

③
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営農型太陽光発電設備 

本市の再生可能エネルギーポテンシャル中では、太陽光発電のポテンシャ

ルが高くあります。平均日照時間は全国的には低い方ですが、高い持ち家率

や住宅の延床面積が大きいなど、住宅の設置拡大に優位性があると考えられ

ることから、戸建住宅への導入を促進していきます。また、公共施設をはじ

め、工場・倉庫・事業所等の建物、遊休地・農地等の土地に導入を図ってい

きます。 

水上設置型太陽光発電設備 

 
農業用水路を活用した 
マイクロ水力発電 

本市は大半が平野部で水田が広がり、南側の一部に射水丘陵と呼ばれるな

だらかな丘陵地帯があります。このような地域特性から小水力発電の導入ポ

テンシャルは低いものの、農業用水路が網目のように張り巡らされているこ

とや、落差 1～2ｍでも高効率で発電できる技術も開発されていることから、

農業用水路の落差を利用したマイクロ水力の導入可能性があります。また、

水道施設を利用したマイクロ水力の導入や、工場排水を利用した低水量・低

落差でのマイクロ水力についても導入を検討していきます。 

水道施設における水力発電に検討 
（写真：射水市鳥越調整場） 

 

 適正な森林環境保全により 
発生する間伐材 

既存の木質バイオマス発電においては、富山県森林組合連合会の未利用木

材（県産材）である地域の木質資源の最大限の有効活用と県内外素材生産業

者チップ製造会社の未利用木材及び由来チップを利用し、発電を行っていま

すが、市内外からの更なる燃料確保が課題となっています。早生樹を活用し

た燃料調達や剪定枝・建設廃材等の木質系廃棄物確保のための支援を行い、

既存木質バイオマス発電のさらなる拡充を図っていきます。 

剪定枝 
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本市は神通川と庄川の間に広がる射水平野が大部分を占め、地下水に恵ま

れた地域であるため、地中熱の活用が見込まれます。そのため、地中熱ヒー

トポンプのオープンループ（地下水利用）による導入を検討していきます。

また、再生可能エネルギー熱の利用に当たっては、小さな需要に合わせた

熱利用設備では採算性の確保に課題があります。これらを踏まえ、規模の大

きさや耐用年数を踏まえて導入を検討していきます。 

富山市役所における 

地中熱（井水）の活用 
 

 
もみ殻燃焼灰 

もみ殻循環プロジェクトでは、いみず野農業協同組合の新湊カントリーエ

レベーターでもみ殻を燃焼し、もみ殻シリカ灰の有効活用と園芸ハウスへの

排熱利用を行っています。本事業については、既存施設での最大限の活用を

進めるとともに、本市の土地利用の特性である広い水田の耕作面積から生じ

るもみ殻の活用をさらに推進していきます。また、もみ殻以外の農業残渣の

バイオマス資源の燃料化についても検討していきます。 

もみ殻灰の造粒 

 

地域マイクログリッドのイメージ 

平常時の再生可能エネルギー活用の効率化、災害時のエリア内でのエネルギーの自給自足を可能とするため

に、マイクログリッドの構築を検討していきます。災害時の重要拠点となるエリアから優先的に検討し、適切

なエリア展開を図っていきます。 

非常時に遮断 
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本ビジョンで示す再生可能エネルギーの最大限の導入に向けた取組の推進に加えて、カーボンニュート

ラル実現に向けて、以下の方向性においても取組の検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

<2050 年のカーボンニュートラル実現に向けたロードマップイメージ> 

２０２２（令和４） 

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量 

 水素利活用 

 営農型太陽光発電 

 もみ殻ボイラー熱利用 

 既存バイオマス発電設備の拡充 

・県産材活用 

・剪定枝・建設廃材活用 

 電動車導入 

 インフラ整備 

 リサイクル・資源循環 

再生可能 
エネルギー 
の創出 

２０３０（令和１２） ２０５０（令和３２） 

 エネルギーの地産地消 

 ポテンシャルに合わせた 

計画的な太陽光発電設備の設置 

 マイクロ水力の導入 

・農業用水 

・工場排水 

・水道施設 

 大型施設等の整備に伴う地中熱の活用 

 合成燃料等利用 



 
 

 

 

 射水市再生可能エネルギービジョン -概要版- 
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